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効
果
的
な
広
告
は
自
身
で
も
作
れ
る
！

�
～
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
～

　

１
月
16
日
、情
報
・
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
（
野

沢
慎
吾
部
会
長
）
は
、
㈱
電
通
東
日
本
ク
リ

エ
ー
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
古
山
健
志

氏
を
講
師
に
、「
課
題
の
数
だ
け
、
効
果
的

な
広
告
が
あ
る
！
～
き
っ
と
見
つ
か
る
、
あ

な
た
の
広
告
～
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。（
参
加
者
70
名
）

　

古
山
氏
は
、「
課
題
の
数
だ
け
広
告
は
あ

る
。
有
名
タ
レ
ン
ト
を
起
用
し
た
全
国
展
開

の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
だ
け
が
有
効
な
広
告
で
は
な

い
、
や
り
方
次
第
で
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
は
特

別
な
技
術
が
必
要
だ
が
、
コ
ピ
ー
（
言
葉
）

な
ら
、
だ
れ
で
も
操
る
こ
と
が
で
き
る
。
ゆ

え
に
、
皆
様
自
身
で
広
告
を
作
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
過
去
に
自
身
が
手
掛
け
た
広
告
に

つ
い
て
、
実
際
に
出
来
上
が
る
ま
で
の
思
考

プ
ロ
セ
ス
に
触
れ
な
が
ら
、具
体
的
に
解
説
。

数
百
万
円
の
制
作
費
で
も
、
広
告
効
果
が
数

億
円
に
も
及
ぶ
も
の
も
あ
り
、
高
額
な
お
金

を
か
け
な
く
て
も
、
効
果
的
な
広
告
を
作
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
ま
し
た
。

元
刑
事
が
教
え
る
！
採
用
活
動
で
失
敗
し

な
い
た
め
に�

～
建
設
・
不
動
産
業
部
会
～

　

建
設
・
不
動
産
業
部
会
（
本
間
達
郎
部
会

長
）
は
、
２
月
13
日
に
参
加
者
54
名
で
、「
採

用
面
接
に
お
け
る
ウ
ソ
や
心
理
の
見
抜
き

方
」
を
テ
ー
マ
に
、
㈱
ク
リ
ア
ウ
ッ
ド 

代

表
取
締
役 

森
透
匡
氏
を
講
師
に
迎
え
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

森
氏
は
、
誤
採
用
が
生
ま
れ
る
理
由
と
し

て
、
面
接
官
の
面
接
方
法
が
我
流
で
あ
り
、

雰
囲
気
作
り
や
情
報
を
引
き
出
す
質
問
が
で

き
て
い
な
い
か
ら
と
指
摘
し
、
質
問
で
見
抜

く
刑
事
的
質
問
法
や
頭
が
良
い
人
を
見
抜
く

方
法
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
見

抜
く
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
氏
は
、
採
用
面
接
は
会
社
も
選

ば
れ
る
場
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
と
と
も

に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
採
ら
な
い
勇
気
を
持

つ
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
予
防
や
健
康
管
理
に
つ

い
て
学
ぶ�

～
教
育
福
祉
医
療
部
会
～

　

教
育
福
祉
医
療
部
会
（
渡
邉
毅
部
会
長
）

は
、
２
月
19
日
に
参
加
者
50
名
で
健
康
経
営

を
推
進
す
る
た
め
の
「
い
き
い
き
健
康
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病

院
・
肝
疾
患
相
談
セ
ン
タ
ー
特
任
助
教
の
上

村
博
輝
氏
が
「
肝
臓
の
お
は
な
し
」
を
テ
ー

マ
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
と
肝
臓
の
病
気
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
新
潟
青
陵
大
学
副
学
長
・

新
潟
大
学
名
誉
教
授
の
鈴
木
宏
氏
が「
職
場
・

家
庭
の
脅
威
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
ご
注
意
」

を
テ
ー
マ
に
、
職
場
や
家
庭
に
お
け
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
を
始
め
と
し
た
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
予
防
対
策
や
健
康
管
理
に
つ
い
て
解
説
し

ま
し
た
。

新
潟
の
お
も
て
な
し
・
フ
ァ
ン
づ
く
り
を

考
え
る�

～
女
性
会
～

　

新
潟
商
工
会
議
所
女
性
会
（
田
中
久
美
子

会
長
）
は
、
２
月
13
日
に
新
春
講
演
会
・
新

年
会
を
、
参
加
者
40
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
春
講
演
会
で
は
、
翻
訳
・
通
訳
・
ネ
イ

テ
ィ
ブ
広
告
事
業
な
ど
で
新
潟
を
拠
点
に
活

躍
し
て
い
る
デ
ュ
ケ
ッ
ト
智
美
氏
が
、「
世

界
中
が
喜
ぶ　

新
潟
の
お
も
て
な
し
と
フ
ァ

ン
づ
く
り
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

デ
ュ
ケ
ッ
ト
氏
は
「
観
光
振
興
や
ま
ち
づ

く
り
に
は“
軸
”を
持
つ
こ
と
が
重
要
。新
潟

工場・事務所・倉庫・店舗の建築は
おまかせください！

コスモ建設㈱

システム建築により自由設計、
ローコスト・短工期を実現！

〒950-0983　　　
新潟県新潟市中央区神道寺2-2-25

TEL025-245-7111　FAX025-245-7119
メールアドレス：info@cosmo-k-co.com

で検索
※㈱住金システム建築
　の施工会員です。

広告の効果を解説する古山健志氏

人の見抜き方を説明する森透匡氏
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会議所の き動

の“
顔
”と
は
何
か
改
め
て
考
え
、今
持
っ
て

い
る
も
の
を
良
い
形
で
次
世
代
に
繋
い
で
い

く
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
外
部
に
も
新
潟
の

魅
力
が
伝
わ
っ
て
い
く
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
新
入
会
員
の
挨
拶

な
ど
も
あ
り
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

連
携
強
化
に
よ
る
活
性
化
に
向
け
て

�

～
新
潟
青
年
会
議
所
と
の
懇
談
会
～

　

２
月
12
日
に
２
０
１
９
年
の
新
潟
青
年
会

議
所
（
五
十
嵐
悠
介
理
事
長
）
幹
部
と
当
所

正
副
会
頭
等
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

福
田
会
頭
と
五
十
嵐
理
事
長
の
挨
拶
と
双

方
の
自
己
紹
介
に
引
き
続
き
、
新
潟
青
年
会

議
所
の
各
室
・
委
員
会
に
お
け
る
基
本
方
針

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
当
所
の
次

年
度
事
業
方
針
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
や
ま
ち
の
国
際
化
に
対
す
る
取

組
・
発
信
方
法
の
ほ
か
、
新
潟
ま
つ
り
の
新

し
い
仕
掛
け
づ
く
り
や
災
害
発
生
時
に
お
け

る
防
災
対
策
の
共
有
認
識
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
十
嵐
理
事
長
は
、「
今
年
は
新
潟
市
が

開
港
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
素
晴
ら
し
い
節

目
の
年
で
あ
る
と
同
時
に
新
潟
青
年
会
議
所

も
創
立
65
年
周
年
を
迎
え
る
。
商
工
会
議
所

の
事
業
方
針
が
自
分
た
ち
の
取
り
組
む
部
分

と
重
な
っ
て
い
る
の
で
、
様
々
な
場
面
で
協

力
し
な
が
ら
新
潟
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

『
華
麗
な
る
開
港
５
港
の
カ
レ
ー
』
大
集
合

～
に
い
が
た
冬�

食
の
陣
・
当
日
座
開
催
～

　

第
27
回
と
な
る
「
に
い
が
た
冬
・
食
の
陣

『
当
日
座
』」が
、２
月
９
日
～
11
日
の
三
日
間

に
亘
り
、市
内
３
会
場（
古
町
・
万
代
シ
テ
イ
・

新
潟
ふ
る
さ
と
村
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
古
町
会
場
で
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
（
福
田
勝
之
会
頭
出
席
）
が
行
わ

れ
、
新
潟
開
港
１
５
０
周
年
を
記
念
し
て
同

実
行
委
員
会
と
市
内
蔵
元
が
コ
ラ
ボ
し
た
赤

い
お
酒
「
古
代
」
の
乾
杯
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
目
玉
と
し
て
、
カ
レ
ー
専
用
県
産

“
華
麗
米
”
を
使
っ
た
「
開
港
５
港
カ
レ
ー
」

が
出
展
し
、
来
場
者
は
カ
レ
ー
を
は
じ
め
各

地
の
味
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

産
学
官
金
連
携
の
事
例
を
研
究

　

に
い
が
た
産
学
官
金
連
携
推
進
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
の
一
環
と
し
て
、
２
月
６
日
に

「
産
学
官
金
連
携
に
よ
る
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
創
造
」
と
題
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
38
名
。

　

当
日
は
、（
国
研
）科
学
技
術
振
興
機
構（
Ｊ

Ｓ
Ｔ
）
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
植
木
千

尋
氏
を
は
じ
め
、
新
潟
大
学
、
新
潟
薬
科
大

学
、
新
潟
工
科
大
学
、
長
岡
技
術
科
学
大
学

の
担
当
者
か
ら
、
各
団
体
の
産
学
官
金
連
携

の
事
例
や
制
度
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
後
の
名
刺
交
換
会
で
は
、
講
師

と
参
加
者
が
活
発
な
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

“
新
潟
開
港
１
５
０
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
”
開
催

　

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
『
開
港
１
５
０
周
年
の
新
潟
の
ま
ち

づ
く
り
』（
同
記
念
事
業
実
行
委
員
会
）
が
、

２
月
９
日
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
２
６
０
名
。

　

基
調
講
演
で
は
、
新
潟
市
の
「
都
市
デ
ザ

イ
ン
」
を
監
修
す
る
西
村
幸
夫
・
東
京
大
学

名
誉
教
授
が
、
昨
年
７
月
に
新
潟
県
と
新
潟

市
が
一
体
と
な
っ
て
策
定
し
た
『
新
潟
都
心

の
都
市
デ
ザ
イ
ン
』
を
も
と
に
、都
心
軸
（
東

大
通
ル
ー
ト
）、
副
軸
（
弁
天
ル
ー
ト
・
花

園
ル
ー
ト
）、
水
辺
ゾ
ー
ン
（
万
代
島
）
等

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

魅力あるまちづくりについて語る
デュケット氏

食の陣当日座オープニングセレモニーで乾杯

挨拶する五十嵐理事長


